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植物固有の機能の仕組みを明らかにし有用作物の開発に繋げる

<植物に固有の機能>
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光の利用 (光合成、光シグナル) 根からの無機栄養の獲得 葉の老化

<植物固有の機能を分子レベルで解明する>

sHY5

phyBPr: Inactive phyB

phyBPfr: Active phyB

sHY5: Shoot local HY5

rHY5: Root local HY5

phyBPr

phyBPfr

PHT1;1

phyBPfr

rHY5PIFs

PO4
3-

PO4
3-

PO4
3-

PO4
3-

sHY5

PO4
3- PO4

3-

phyBPr

Red light

Red light

光シグナルによるリン
栄養の獲得制御機構

RISC複合体：一本鎖miRNAとmiRNAが結合する
相補的なmRNAを切断するAGO1から構成される
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窒素欠乏時に起こるマイクロRNA
ダイナミクスの制御機構

植物の窒素欠乏時の葉の老化
の転写制御ネットワーク
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<得られた知見を活用して有用作物を開発する>

野生型株よりも葉の老化の遅れる
ステイグリーンイネの開発

野生型株
oshho3
変異株

ゲノム編集による低窒素環境で
高成長を示すイネの開発
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